
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8000420003MM/20130330

( 科目コード：8000420003MM)

【改訂】第 1 版（2012-03-21）
【科目】応用物理 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・3 年次
【担当教員】

宇治野 秀晃

【授業目標・教育方針】
大学教養レベル程度の微積分を用いる簡単な力学の理解と典型的な例題の解法の修得

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 45 時間である．微積分を使わない高校物理で学んだ力学を微積分を用いて定式化し直し，す
でに学んだ簡単な質点の運動だけではなく，微積分や線形代数などを用いて初めて取り扱うことの出来る質点，質点
系および剛体の運動の初期値問題の解法などを通じて，大学教養程度の基本的な力学を学ぶ．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：ビジュアルアプローチ　力学：為近 和彦：森北出版：4627162111
問題集：演習力学 ( セミナーライブラリ物理学 (2))：今井 功 , 高見 穎郎 , 高木 隆司 , 吉沢 徴 , 下村 裕：サイエンス社：
4781911382
参考書：物理入門コース 1. 力学：戸田 盛和：岩波書店：4000076418
参考書：ファインマン物理学 1. 力学：ファインマン・レイトン・サンズ 著 坪井 忠二 訳：岩波書店：4000077112
参考書：詳解 力学演習：後藤・山本・神吉 共編：共立出版：4320030257
講義はほぼ教科書に沿って進めます．ただし教科書には載っていなくても，重要な項目については講義で補足します
ので，講義ノートはキチンととって下さい．問題集は，基本的には日頃各自で学習するためのものです．その他の参
考書は，意欲的な諸君のために挙げたものです．他にも良い本は沢山ありますので，図書館や書店でいろいろ手に
取ってみて，自分にあった 1 冊を見つけて下さい．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【メッセージ】
様々な学問の中で，物理学はその修得に著しい困難を感じる学生が特に多い学問です．そんな物理学の土台にあるの
が力学です．復習を中心に，日頃から地道に学習に努めて下さい．また一人では解決できそうにない疑問点を，納得
できないまま何日も放置しないようにしましょう．このような疑問点は決して一人で抱え込んだりせず，先生や物理
の得意な級友に，その都度早め早めに質問して教えてもらうことを強くお勧めします．

【リンク】
http://butsuri.nomaki.jp/

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
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【授業計画】（授業名：応用物理 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 2 回 古典力学における時空 ・デカルト座標での位置・変位ベクトル
・速度・加速度ベクトルと等速・等加速度運動
・運動の３法則

第 3 回～第 7 回 様々な運動 ・自由落下・鉛直投げ上げ
・放物運動
・速度に比例する抵抗力が働く場合の落下運動
・単振動
・静止摩擦・動摩擦およびそれを使った運動

第 8 回 前期中間試験 ・第１回～第７回の講義内容についての試験
第 9 回～第 11 回 仕事とエネルギー ・仕事

・運動エネルギー
・ポテンシャルエネルギー
・力学的エネルギー保存則

第 12 回～第 15 回 質点および質点系の回転運動 ・平面極座標・極座標での運動方程式
・等速円運動・円錐振り子
・ベクトル積
・角運動量と力のモーメント
・質点の角運動量保存則と面積速度

第 16 回～第 20 回 質点系の並進運動 ・重心と相対座標
・二体問題
・ケプラー問題
・力積と運動量保存則
・質点系の角運動量と角運動量保存則

第 21 回 剛体の静力学 ・剛体に働く力のつり合い
第 22 回 後期中間試験 ・第１６回～第２１回の講義内容についての試験
第 23 回～第 27 回 剛体の運動 ・剛体の運動方程式

・剛体のつりあい，剛体の重心
・剛体の運動エネルギー ( 並進と回転の )
・剛体の運動量と角運動量
・慣性モーメント
・固定軸のまわりの剛体の運動
・剛体振り子，剛体の平面運動

第 28 回～第 30 回 相対運動 ・ガリレイ変換と慣性力
・回転座標系と遠心力
・コリオリの力
・まとめ
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